
ところざわ

市議会だより

所沢市議会

No.180
今回の定例会は、

９月

３月

６月

12月

2016.11.11
Tokorozawa city council

地域に根ざす。
市内で農業の若手後継者
として奮闘する吉田さん、
木下さん。今年３月に若手
農業者による４Ｈクラブの
全国大会で優良賞を受賞し
た２人の思いを聞きました。
（裏表紙に関連記事）
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みみ丸カフェ2016を開催しました･･･P5
◆市政に対する一般質問

ここが気になる !26人が質問･･･P6～10
本紙は古紙再生紙を使用しています。
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決算認定の議案を除くすべての議案を可決しました
（決算認定は、閉会中に特別委員会で審査します。）

民間事業者が有する施設で、民間事業者が運営を行う形態のことを指します。ほかに、市有施設で市が運営を行う公設公営、市有施
設で民間事業者が運営を行う公設民営があります。

議案第79号　所沢市印鑑条例の一部を改正する条例制
定について

印鑑登録証明書をコンビニで !

　狭隘化や大規模化等が課題となっている児童クラブ
への対策として、平成29年度から民設民営　の放課後
児童クラブを新たに2クラブ導入するため、債務負担
行為を設定するものです。

Ｑ 9校が対策の対象になっているとのことであるが、
これで全てカバーできるわけではない。今後はどのよ
うな方針で取り組んでいくのか。

Ａ 民設民営の児童クラブの拡充、泉学童クラブ移転
による定員規模拡大、みどり児童館の指定管理者によ
る生活クラブ定員拡大など、多角的な取り組みにより
狭隘化、大規模化の解消に取り組んでいきたい。
（お問合せ先：青少年課　　☎2998－9103）

議案第74号　平成28年度所沢市一般会計補正予算（第3号）
放課後児童健全育成事業（民設民営児童クラブ）
2,139万3千円（平成29年度債務負担行為限度額）

児童クラブの環境改善に向けて

市長提出議案のおもな内容

　平成28年12月から、マイナンバーカードを利用し
た印鑑登録証明書等のコンビニ交付サービスを開始す
ることに伴い、印鑑登録証明書の交付申請手続きに関
する必要な事項を定めるため、所要の改正を行うもの
です。

Ｑ 発行できるコンビニと、できないコンビニは。

Ａ セブンイレブン、ローソン、サークルKサンクス、
ファミリーマート、セイコーマート、セーブオンなど
で利用できるが、デイリーストア、ミニストップ、ス
リーエフ、ニューデイズでは利用できない。
（お問合せ先：市民課マイナンバー担当　☎2998－9481）
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平成28年（2016年）11月11日

ホールや会議室のほか、調理実習室やトレーニングルームを備える施設で昭和63年に竣工されました（所在地:所沢市花園2丁目
2400番地の4）。利用申込は、窓口や公共施設予約システム（初回は窓口での申請要）で行うことができます。

ラーク所沢の指定管理者の更新が行われます

　所沢市民文化センターミューズについては、現指定
管理者の指定管理期間が平成29年3月31日で終了する
ため、平成29年度について、新たな指定管理者を指定
するものです。

Ｑ 今年度実施の改修調査の結果で決定する改修方法。
1年間の指定管理期間となっているが、どのような手法
で改修を検討しているか。

Ａ 直営による改修、民間が修繕、管理、運営までを
一括して行うPFI、工事のみ行うデザインビルドなどの
手法について、実現可能性を含め調査しており、最良
の方法を選択していきたい。
（お問合せ先：文化芸術振興課　　☎2998－9211）

議案第80号　所沢市民文化センターの指定管理者の
指定について

　新座市が建設する、新座市から当市区域内にかかる
道路について、平成28年第2回定例会において当市で
は市域内の部分を、新座市では全域を市道として認定
したことにより、当市区域内で重複する部分の管理方
法について議会の議決を求めるものです。

Ｑ 1日3,900台が利用するとの推計であるが、高速道
路を利用する車が国道463号線の渋滞を避けるため坂
之下方面へ行くことをどう考えているか。

Ａ 渋滞にはならないと推計されている。新座市から
は企業に対し、そちらに進まないよう協力要請すると
聞いており、また円滑な交通に支障が生じる場合には
警察と協議のうえ交通規制等を検討する。
（お問合せ先：建設総務課　　☎2998－9171）

議案第89号　所沢市と新座市の路線が重複する部分の道路
の管理の方法について

　平成27年度一般会計、各特別会計、各事業会計の歳
入・歳出予算の執行実績を確認し、内容を審査するた
め、「決算特別委員会」を設置するものです。
　本委員会は、閉会中も継続して審査を行うことがで
きるものとし、今定例会で付託された決算認定9件を、
定例会終了後に審査します。

決算特別委員会
◎　植竹　成年　（公明党）
〇　入沢　　豊　（自由民主党・無所属の会）
　　島田　一隆　（民進ネットリベラルの会）
　　城下　師子　（日本共産党）
　　小林　澄子　（日本共産党）
　　谷口　雅典　（未来）
　　荻野　泰男　（至誠自民クラブ）
　　西沢　一郎　（公明党）
　　松本　明信　（自由民主党・無所属の会）
◎…委員長　〇…副委員長

議案第8号　決算特別委員会の設置について

　勤労者等の文化、教養及び福祉の増進を図るための
施設であるラーク所沢　については、現指定管理者の
指定管理期間が平成29年3月31日で終了するため、平
成29年4月1日から平成34年3月31日までの5年間を指
定期間として、新たな指定管理者を指定するものです。

Ｑ 市民になかなかラーク所沢の認知が浸透していな
い中、市のできることは。

Ａ 指定管理者によるHP開設や新聞折り込み、また市
でもPRに力を入れてきたが、引き続き施設や実施事業
の紹介など効果的なPRに努めたい。
（お問合せ先：産業振興課　　☎2998－9157）

議案第86号　ラーク所沢の指定管理者の指定について

ミューズの指定管理者の更新が行われます

平成27年度決算の審査に向けて 市域が重複する道路の管理方法は

議員提出議案
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議案に賛成・反対します

【市有地活用事業（COOL JAPAN FOREST構想事業）】
・株式会社KADOKAWAの進出をまたとない好機と

捉え、遅れをとることなく事業を進めねばならない。市有地活用
事業は地元産業のPRにつながるマルシェ等を設置し、市の魅
力を外部に向けて発信していく機を逃さないすばらしい事業で
あると確信している。市全体の発展にとって大変有意義である
と思われ、期待する。

・コンビニエンスストアで、市役所の開庁時間を気にす
ることなく各種証明書が取得できるようになる。コンビニ

交付は、申請者本人が端末を利用し、他者を介さずに手続き
を行うことで個人情報が保護されており、またマイナンバーカード
や証明書の取り忘れについては、画面表示や音声案内により
防止対策が実施される。今後、利便性の向上と行政事務の効
率化が図られるものである。

・図書館分館への指定管理者制度の導入は、開館日、
開館時間の拡大や、地域の特色を生かした自主企画

事業、地域と連携した事業が活発に行われ、市民の方にも大
変好評をいただいており、大きな効果を上げている。指定管理
者の更新により導入効果の継続が見込まれ、本館との連携協
力によるサービスの安定的な提供と、地域に根差した事業展開
が期待できる。

賛
成

【市有地活用事業（COOL JAPAN FOREST構想事業）】
・市有地を来訪者用駐車場として活用するとのことであ

るが、明確になっているのは株式会社KADOKAWAの施設と
いうことだけであり、KADOKAWAのための駐車場整備と言わ
れても仕方がない。開業後の様子を見ながら判断しても遅くは
なく、住民の福祉を守るという地方自治の矜持を示していただく
ことを求める。

・個人番号がつけられた時点で既になりすましになる
可能性があり、その場合は全ての情報がその人に成り

かわって操作できることになる。また一般的には1人の人が一生
のうちで印鑑証明書を必要とするのはわずかな枚数で、大変便
利だと喜ばれるものではない。情報漏えいやなりすましによる危
険などのリスクの方が大きいと言える。

・地域の知的財産を保存、提供する施設であり、長
期的視野に立った継続的、安定的な運営を進め、無

料が原則の公立図書館に利益を生み出さなければならない株
式会社が受託する指定管理者制度はなじまない。図書館は、
事業収益が見込みにくい公共サービスであり、自治体が住民の
生涯学習を保障するために、その経費を負担するべき事業で
ある。

反
対

賛
成

反
対

賛
成

反
対

議案第74号　平成28年度所沢市一般会計補正予算（第3号）

議案第79号　所沢市印鑑条例の一部を改正する条例制定について

議案第87号　所沢市立所沢図書館所沢分館等の指定管理者の指定について
議案第88号　所沢市立所沢図書館新所沢分館等の指定管理者の指定について

※討論は一部の要旨を掲載しています。閉会中もインターネットで録画中継が視聴できますので、ぜひご利用ください。

結　果

自
民
ク
ラ
ブ

議案番号

第74号

第79号

第87号

第88号

議　案　件　名

平成28年度所沢市一般会計補正予算（第3号）

所沢市印鑑条例の一部を改正する条例制定について

所沢市立所沢図書館所沢分館等の指定管理者の指定について

所沢市立所沢図書館新所沢分館等の指定管理者の指定について

付託委員会

原案可決

原案可決
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可　　決
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■本会議において賛否が分かれた審議結果
自由民主党・無所属の会 公明党 至誠自民クラブ 日本共産党

民進ネット
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■掲載されていない議案は全会一致可決しました。全審議結果（21件）は市議会ホームページ「議会の審議情報」をご覧ください。

○：賛成　　×：反対

Topics!

臨時会を開催しました
　7月27日から28日にかけ、平成28年第1回（7月）臨時会が開催
され、市長から提出された1件の議案（※）を可決しました。
※議案第73号　平成28年度所沢市一般会計補正予算（第2号）　市立保育園耐震化事業

Topics!

討
論
討
論
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平成28年（2016年）11月11日

Topics!
みみ丸カフェ2016を開催しました

議会報告会を開催します
　9月定例会の内容を、議員が直接ご説明します。　1.定例会内容報告・質疑応答　2.質疑応答（テーマ不問）
11/11（金）19：00～　市役所全員協議会室　　11/19（土）13：30～　小手指市民ギャラリー（エバー）
　　※入場無料。手話通訳があります。　※ご来場にあたっては公共交通機関をご利用ください。

議場コンサートを開催します
　昨年に続き、平成28年第4回（12月）定例会開会に先立ち、議場コンサートを開催します。
12/1（火）9：00～9：30　本会議場　　演奏者：埼玉県立芸術総合高等学校の生徒の方々（予定）
　　※入場無料。先着順となります（74席）。

政策討論会を開催します
　「子どもの笑顔輝く未来へ －子どもの貧困について－」をテーマに政策討論会を行います。
　1.基調講演（足立区　政策経営部長 秋生修一郎氏）　2.健康福祉常任委員による討論会　
1月21日（土）14：00～　所沢市こどもと福祉の未来館 1階多目的室1号・2号（1月オープン予定）
　　※入場無料。手話通訳があります。　※ご来場にあたっては公共交通機関をご利用ください。
　　※預かり保育を実施します。1月13日（金）までに議会事務局までお申込みください。

　議会の広聴機能強化の一環として、7/31（日）に市役所全員協議会室にて、ワールドカフェスタイル
による市民の方々と議員との懇談会「みみ丸カフェ2016」を開催しました。早稲田大学の扇原教授がファ
シリテータ（進行役）を務め、無作為抽出で選出された市民の方々、早稲田大学の学生の方々、当市議会
広聴広報委員の総勢54人が参加し、「所沢市の魅力」について意見交換を行いました。

会議の一形式で、テーマについて話し合いを行い、テーブルホスト以外は他のテーブルへ移動し、ホストから前の話し合いの要点
を聞き、さらに話し合いを行うということを繰り返し、最後に全体でまとめを行う方法。

Topics!
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、
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が
市
に
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し
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行
う
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す
。

あ
な
た
の
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活
に
か
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わ
る
内
容
は
あ
り
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す
か
?

※
各
議
員
の
多
く
の
質
問
項
目
か
ら
、
1
項
目
を
抜
粋

し
て
い
ま
す
。
す
べ
て
の
質
問
項
目
お
よ
び
動
画
は
、

市
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
て
公
開
し
て
い
ま
す
。

　
水
害
が
予
測
さ
れ
て
い

る
危
険
な
地
域
な
ど
に
、

常
に
土
の
う
を
備
蓄
し
て

お
く
体
制
も
必
要
と
考
え
、

緊
急
用
土
の
う
置
き
場
、

い
わ
ゆ
る
土
の
う
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
の
設
置
が
必
要
と

考
え
る
が
見
解
は
。

建
設
部
長　
水
害
の
発
生

が
予
想
さ
れ
る
と
き
に
土

の
う
が
必
要
な
方
へ
の
対

応
が
時
間
遅
れ
と
な
ら
な

い
よ
う
に
、
危
険
な
地
域

に
近
接
し
て
土
の
う
ス
テ

ー
シ
ョ
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を
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す
る
こ

と
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つ
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て
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、
各
ま
ち

づ
く
り
セ
ン
タ
ー
や
自
治

会
館
と
と
も
に
選
択
肢
の

1
つ
と
し
て
検
討
し
て
い

く
。

　
今
回
の
台
風
9
号
で
、

実
際
に
浸
水
被
害
が
あ
っ

た
と
こ
ろ
の
情
報
提
供
を

す
る
こ
と
で
、
今
後
、
市

民
の
浸
水
に
対
す
る
備
え

が
で
き
る
と
思
う
。
情
報

の
共
有
化
、
市
か
ら
の
情

報
発
信
を
も
っ
と
行
っ
て

は
ど
う
か
と
考
え
る
が
い

か
が
か
。

上
下
水
道
部
長　
内
水
被

害
を
表
示
し
た
内
水
ハ

ザ
ー
ド
マ
ッ
プ　

を
作
成

し
て
、
被
害
の
軽
減
を
図

る
た
め
に
公
表
し
て
い
る
。

台
風
9
号
で
の
内
水
被
害

箇
所
の
追
加
は
別
途
色
分

け
表
示
す
る
な
ど
の
更
新

作
業
を
既
に
進
め
て
い
る
。

改
訂
後
は
、
広
報
へ
の
掲

載
な
ど
よ
り
多
く
の
市
民

へ
情
報
発
信
し
た
い
と
考

え
て
い
る
。

　
市
民
の
声
を
ど
う
反
映

さ
せ
る
の
か
と
い
う
こ
と

で
次
期
計
画
策
定
の
市
民

参
加
は
ど
の
よ
う
に
検
討

さ
れ
て
い
る
の
か
。

経
営
企
画
部
長　
総
合
計

画
審
議
会
、
市
民
検
討
会

議
の
ほ
か
、
市
民
説
明
会
、

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
手

続
き
、
市
民
意
識
調
査
、

市
政
運
営
報
告
会
な
ど
を

示
し
て
い
る
。
こ
の
う
ち
、

総
合
計
画
審
議
会
約
20
名
、

市
民
検
討
会
議
約
40
名
に

つ
い
て
は
、
行
政
委
員
会

及
び
公
共
的
団
体
等
の
代

表
者
や
知
識
経
験
者
な
ど

に
加
え
、
無
作
為
抽
出
に

よ
る
市
民
や
地
域
の
団
体

で
活
躍
さ
れ
て
い
る
方
に

参
加
し
て
い
た
だ
く
予
定

で
あ
る
。

　
待
機
児
を
詰
め
込
む
ば

か
り
で
な
く
、
も
う
少
し

枠
を
広
げ
て
、
公
共
施
設

で
余
っ
て
い
る
と
こ
ろ
を

使
う
こ
と
を
検
討
で
き
な

い
か
。

こ
ど
も
未
来
部
長　
新
制

度
の
中
で
は
、
移
行
に
よ

り
教
育
・
保
育
と
い
っ
た

も
の
を
一
体
的
に
行
う
施

設
運
営
を
狙
っ
て
い
る
と

こ
ろ
も
あ
る
の
で
、
移
行

の
状
況
を
踏
ま
え
な
が
ら
、

丁
寧
な
個
別
の
相
談
を
し
、

ま
ず
は
既
存
の
施
設
を
活

用
し
て
い
く
こ
と
で
考
え

て
い
る
。

一
般

質

問
土
の
う
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の設

置
に
つ
い
て

第
6
次
総
合
計
画
に
市
民
の
声
を

ど
う
反
映
さ
せ
る
の
か

台
風
9
号
と
同
様
以
上
の
豪
雨
が

来
る
前
提
で
の
備
え
に
つ
い
て

今
後
の
保
育
園
の
あ
り
方
に
つ
い
て

日本共産党
城下師子

未来
谷口雅典

公明党
植竹成年

日本共産党
平井明美

内水による浸水被害を軽減化することを目的として、被害範囲に関する情報および避難場所に関する情報を市民の皆様に提供するた
め情報を地図上に表示したものです。
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三
富
新
田
世
界
農
業
遺

産
推
進
協
議
会
が
、
武
蔵

野
の
落
ち
葉
堆
肥
農
法
世

界
農
業
遺
産
推
進
協
議
会

に
名
称
を
変
え
、
世
界
遺

産
と
日
本
農
業
遺
産
を
申

請
す
る
と
の
報
道
が
あ
っ

た
が
、
こ
こ
に
至
る
経
緯

を
伺
い
た
い
。

産
業
経
済
部
長
　
平
成
26

年
度
に
三
芳
町
が
世
界
農

業
遺
産
に
申
請
し
た
際
は

本
市
で
は
三
富
新
田
地
域

を
限
定
す
る
こ
と
で
理
解

が
得
ら
れ
な
か
っ
た
こ
と

か
ら
登
録
申
請
に
参
加
し

な
か
っ
た
。
し
か
し
な
が

ら
今
回
の
申
請
は
、
平
地

林
に
お
い
て
落
ち
葉
堆
肥

農
法
を
行
っ
て
い
る
農
業

生
産
者
の
す
べ
て
が
対
象

と
な
る
こ
と
な
ど
か
ら
登

録
申
請
に
参
加
す
る
こ
と

に
し
た
も
の
で
あ
る
。

　
平
成
27
年
度
の
随
意
契

約
工
事
の
4
割
は
教
育
施

設
課
が
発
注
し
て
い
る
が
、

主
に
学
校
に
関
す
る
も
の

だ
と
思
う
。
こ
れ
を
小
規

模
事
業
者
へ
振
り
分
け
る

方
策
は
考
え
ら
れ
る
か
。

教
育
総
務
部
長
　
教
育
委

員
会
で
は
、
修
繕
の
規
模
、

緊
急
性
、
特
殊
性
を
考
慮

し
た
上
で
業
者
を
選
定
し
、

小
規
模
事
業
登
録
者
に
依

頼
し
て
い
る
。
今
後
は
修

繕
の
内
容
を
よ
り
見
き
わ

め
な
が
ら
、
事
業
の
育
成

や
業
務
機
会
の
提
供
と
い

っ
た
観
点
か
ら
発
注
に
努

め
た
い
と
思
う
。

　
ス
ク
ー
ル
ガ
ー
ド
リ
ー

ダ
ー
　
は
ど
の
よ
う
に

教
育
委
員
会
に
位
置
づ
け

ら
れ
て
い
る
の
か
。
ま
た

活
用
に
つ
い
て
、
教
育
委

員
会
は
小
学
校
に
対
し
て

ど
の
よ
う
に
伝
え
て
い
る

の
か
。

学
校
教
育
部
長
　
基
本
的

に
は
子
ど
も
た
ち
の
安
全

を
見
守
る
活
動
を
学
校
長

の
要
請
に
基
づ
い
て
学
校

と
と
も
に
実
施
す
る
役
割

を
担
う
と
さ
れ
て
い
る
。

活
動
の
内
容
は
、
毎
年
行

っ
て
い
る
連
絡
協
議
会
で

学
校
に
伝
達
し
、
連
携
を

図
る
機
会
と
し
て
い
る
。

　
災
害
時
の
避
難
所
運
営

な
ど
に
も
、
女
性
の
感
性

や
視
点
が
必
要
で
あ
る
と

言
わ
れ
て
い
る
が
、
女
性

職
員
に
よ
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
チ
ー
ム
の
設
置
や
市
民

の
女
子
会
な
ど
に
市
と
し

て
取
り
組
ん
で
は
ど
う
か
。

経
営
企
画
部
長
　
女
性
職

員
に
よ
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

チ
ー
ム
や
さ
ま
ざ
ま
な
意

見
を
伺
う
場
と
し
て
の
女

子
会
の
設
置
と
い
っ
た
女

性
職
員
の
女
性
と
し
て
の

目
線
、
あ
る
い
は
女
性
の

力
を
活
用
す
る
と
い
う
、

従
来
と
は
異
な
る
手
法
に

よ
り
女
性
の
意
見
を
政
策

に
反
映
さ
せ
る
と
い
う
こ

と
は
、
今
後
は
必
要
で
あ

る
と
考
え
て
い
る
。

　
と
こ
ろ
バ
ス
も
含
め
、

所
沢
の
地
域
公
共
交
通
を

ど
う
し
て
い
く
か
と
い
う

大
き
な
議
論
を
し
て
い
る

か
と
思
う
。
将
来
的
に
多

く
の
高
齢
者
が
公
共
交
通

機
関
に
頼
ら
ざ
る
を
得
な

く
な
る
と
思
う
。
そ
の
と

き
に
は
市
民
の
ニ
ー
ズ
に

ど
う
応
え
て
い
く
の
か
、

議
論
し
て
い
る
の
か
。

経
営
企
画
部
長
　
将
来
的

に
、
高
齢
者
の
公
共
交
通

機
関
へ
の
ニ
ー
ズ
が
高
ま

り
、
交
通
手
段
の
確
保
は
、

よ
り
一
層
重
要
な
課
題
に

な
る
と
思
う
。
持
続
可
能

な
地
域
公
共
交
通
の
確
立

を
と
い
う
市
民
の
ニ
ー
ズ

に
応
え
る
た
め
の
議
論
が

地
域
公
共
交
通
会
議
に
お

い
て
行
わ
れ
て
い
る
と
こ

ろ
で
あ
る
。

　
防
犯
、
防
災
の
情
報
が

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
ト
ッ

プ
に
な
い
の
は
、
情
報
提

供
の
あ
り
方
と
し
て
改
善

の
余
地
が
あ
る
と
思
う
。

ツ
イ
ッ
タ
ー
や
フ
ェ
イ
ス

ブ
ッ
ク
等
の
S
N
S
な
ど

は
有
効
だ
と
思
う
が
、
見

解
は
。

危
機
管
理
監
　
冠
水
箇
所

に
関
す
る
情
報
に
つ
い
て

は
ツ
イ
ッ
タ
ー
な
ど
に
掲

載
す
る
の
が
効
果
的
で
あ

る
と
考
え
て
い
る
。
今
後
、

そ
の
手
法
も
含
め
、
リ
ア

ル
タ
イ
ム
の
情
報
発
信
に

つ
い
て
検
討
し
て
い
き
た

い
。

近年の子どもたちが犯罪に巻き込まれる事件の増加を受けて、埼玉県教育委員会の地域ぐるみの学校安全体制整備推進事業の一環
として配置が進められ、現在は各小学校に1名が県教育委員会の委嘱を受けて活動しています。

女
性
の
感
性
を
活
か
し
た

ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

小
規
模
事
業
者
支
援
に
つ
い
て

と
こ
ろ
バ
ス
の
今
後
に
つ
い
て

至誠自民
クラブ
秋田　孝

日本共産党
矢作いづみ

民進ネット
リベラルの会
島田一隆

日本共産党
荒川　広

ス
ク
ー
ル
ガ
ー
ド
リ
ー
ダ
ー
の

活
用
に
つ
い
て

至誠自民
クラブ
浅野美恵子

市
か
ら
の
情
報
提
供
の
あ
り
方
に
つ
い
て

世
界
農
業
遺
産
と
地
域
農
業
と
の

か
か
わ
り
に
つ
い
て

公明党
村上　浩
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狭
山
湖
は
、
西
武
プ
リ

ン
ス
ド
ー
ム
等
と
一
体
と

し
た
市
の
観
光
名
所
で
あ

り
、
風
光
明
媚
な
景
観
地

で
あ
る
。
狭
山
湖
の
魅
力

ア
ッ
プ
を
図
る
た
め
、
狭

山
湖
や
狭
山
丘
陵
の
写
真

展
を
市
役
所
の
ホ
ー
ル
、

ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
で

行
っ
て
は
ど
う
か
。
ま
た

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し

て
は
い
か
が
か
。

産
業
経
済
部
長
　
湖
を
囲

む
木
々
の
成
長
な
ど
、
さ

ま
ざ
ま
に
表
情
を
変
え
る

狭
山
湖
の
魅
力
を
写
真
展

を
通
じ
て
発
信
し
て
い
く

こ
と
は
一
つ
の
有
効
な
方

法
で
あ
る
。
関
係
部
署
と

の
連
携
や
東
京
都
、
隣
接

す
る
自
治
体
と
の
連
携
な

ど
、
よ
り
効
果
が
あ
る
方

法
を
検
討
す
る
。

　
教
育
長
は
、
た
く
ま
し

く
生
き
抜
く
力
の
育
成
と

い
う
観
点
か
ら
教
育
行
政

に
取
り
組
ん
で
い
る
と
聞

い
た
が
、
さ
ま
ざ
ま
な
教

育
課
題
の
中
で
、
現
在
の

中
学
生
に
対
す
る
生
徒
指

導
に
関
し
て
特
に
配
慮
す

べ
き
こ
と
は
何
か
、
所
見

を
伺
い
た
い
。

教
育
長
　
ま
ず
は
、
当
事

者
の
深
い
理
解
に
努
め
る

こ
と
が
大
切
で
あ
る
と
考

え
る
。
教
師
、
教
職
員
同

士
が
仲
よ
く
協
力
し
、
子

ど
も
た
ち
と
と
も
明
る
く

楽
し
い
学
校
づ
く
り
に
努

め
る
こ
と
、
ま
た
自
分
の

居
場
所
、
自
分
が
頑
張
っ

て
い
る
と
い
う
達
成
感
、

こ
う
し
た
学
校
生
活
の
充

実
が
一
番
大
事
だ
と
考
え

る
。

　
条
例
が
施
行
さ
れ
て
2

年
が
た
ち
、
各
地
域
で
条

例
の
趣
旨
が
生
か
さ
れ
て

い
る
と
感
じ
て
い
る
。
施

行
後
の
具
体
的
な
動
き
、

自
治
連
や
単
位
自
治
会
の

顕
著
な
動
き
が
あ
れ
ば
伺

い
た
い
。

市
民
部
長
　
条
例
概
要
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
、
チ
ラ
シ
、

ポ
ス
タ
ー
類
の
作
成
・
配

布
に
よ
り
周
知
を
図
っ
て

き
た
。
市
・
自
治
連
合
会

及
び
住
宅
関
連
事
業
者
に

よ
る
自
治
会
加
入
促
進
の

た
め
の
協
定
を
締
結
し
た
。

さ
ら
に
、
市
職
員
に
よ
る

自
治
会
・
町
内
会
応
援
団

を
設
置
し
た
。
自
治
連
合

会
、
単
位
自
治
会
で
は
、

横
断
幕
や
の
ぼ
り
旗
の
作

成
な
ど
、
加
入
促
進
の

P
R
に
努
め
て
い
る
。

　
市
民
か
ら
市
役
所
、
消

防
署
、
警
察
に
連
絡
が
あ

っ
た
場
合
、
市
で
は
ど
の

よ
う
に
連
携
を
図
っ
て
い

る
の
か
。

危
機
管
理
監
　
埼
玉
西
部

消
防
局
や
警
察
署
か
ら
道

路
冠
水
や
通
行
ど
め
、
事

故
な
ど
の
情
報
が
危
機
管

理
課
に
入
っ
た
場
合
は
、

市
の
関
係
部
署
へ
情
報
提

供
を
行
う
。
ま
た
逆
に
埼

玉
西
部
消
防
局
な
ど
へ
は
、

市
民
の
要
請
に
基
づ
い
て

看
板
の
落
下
で
あ
る
と
か

屋
根
の
剥
離
な
ど
の
危
険

排
除
等
の
依
頼
を
行
う
こ

と
に
な
っ
て
い
る
。

社会福祉法の規定に基づき、生計困難者が、経済的な理由によって必要な医療を受ける機会を制限されることのないよう、無料
または低額な料金で診療を行う事業です。

狭
山
湖
の
魅
力
ア
ッ
プ
に
つ
い
て

所
沢
市
地
域
が
つ
な
が
る

元
気
な
自
治
会
等
応
援
条
例
に
つ
い
て

中
学
生
に
対
す
る
指
導
に
つ
い
て

風
水
害
へ
の
準
備
と
対
応
に
つ
い
て

自由民主党・
無所属の会
松本明信

自由民主党・
無所属の会
大舘隆行

　
小
・
中
学
校
の
教
育
活

動
で
必
要
な
も
の
が
購
入

で
き
ず
、
保
護
者
に
負
担

し
て
も
ら
わ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
学
校
も
増
え
て
い

る
と
の
こ
と
だ
が
、
必
要

な
も
の
が
購
入
で
き
な
い

実
態
を
調
査
し
改
善
策
を

講
じ
る
こ
と
を
求
め
る
。

教
育
総
務
部
長
　
教
育
活

動
で
使
用
す
る
消
耗
品
、

備
品
の
予
算
に
つ
い
て
は
、

各
学
校
で
予
算
要
求
書
を

作
成
し
、
こ
れ
を
も
と
に

予
算
の
編
成
を
行
っ
て
い

る
。
消
耗
品
等
の
要
求
に

つ
い
て
は
、
校
長
会
に
お

い
て
増
額
の
要
望
も
あ
る

こ
と
か
ら
、
教
育
活
動
が

よ
り
円
滑
に
進
む
よ
う
、

予
算
の
確
保
に
最
大
限
努

め
て
い
く
。

　
市
内
で
は
、
埼
玉
西
協

同
病
院
、
所
沢
診
療
所
の

2
カ
所
が
実
施
し
て
い
る
。

市
民
医
療
セ
ン
タ
ー
で
実

施
で
き
る
の
か
。
で
き
な

い
場
合
、
そ
の
理
由
は
。

市
民
医
療
セ
ン
タ
ー
事
務

部
長
　
患
者
の
10
パ
ー
セ

ン
ト
以
上
が
減
免
対
象
で

あ
る
こ
と
、
心
身
障
害

児
・
者
や
介
護
を
必
要
と

す
る
患
者
が
相
当
数
入
院

で
き
る
体
制
を
整
備
す
る

こ
と
な
ど
、
国
が
定
め
る

基
準
を
満
た
す
必
要
が
あ

る
こ
と
か
ら
、
事
業
を
実

施
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ

る
と
考
え
る
。

消
耗
品
費
等
の
学
校
予
算
の

増
額
に
つ
い
て

無
料
低
額
診
療
事
業
　
に
つ
い
て

民進ネット
リベラルの会
末吉美帆子

日本共産党
小林澄子

至誠自民
クラブ
杉田忠彦

自由民主党・
無所属の会
近藤哲男



ところざわ市議会だより

9
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　「
水
道
が
ま
と
も
に
出

る
ま
ち
所
沢
」
と
い
う
の

が
売
り
に
な
る
時
代
も
、

こ
れ
か
ら
来
る
と
思
う
。

そ
う
い
う
意
味
で
は
、
し

っ
か
り
と
過
剰
投
資
を
解

消
し
て
、
そ
の
費
用
に
よ

っ
て
管
路
更
新
を
進
め
る

べ
き
だ
と
思
う
が
い
か
が

か
。

上
下
水
道
部
長　
管
路
の

更
新
は
、
経
過
年
数
や
老

朽
度
合
い
な
ど
を
勘
案
し

て
、
計
画
的
に
進
め
て
い

る
。
今
後
は
、
施
設
の
更

新
需
要
が
さ
ら
に
高
ま
る

こ
と
が
見
込
ま
れ
る
の
で
、

適
正
な
施
設
規
模
を
勘
案

し
な
が
ら
、
効
率
的
な
設

備
投
資
に
努
め
、
必
要
な

事
業
を
バ
ラ
ン
ス
よ
く
進

め
て
い
く
。

　
所
沢
市
で
は
、
必
ず
目

的
を
選
ば
な
け
れ
ば
い
け

な
い
が
、
他
市
で
は
ど
の

財
源
に
充
て
て
も
い
い
と

い
う
形
で
寄
附
で
き
る
と

こ
ろ
も
あ
る
。
改
正
さ
れ

た
所
沢
市
ふ
る
さ
と
応
援

寄
附
条
例
第
2
条
で
7
項

目
に
分
か
れ
て
い
る
が
、

分
け
た
意
図
は
。

財
務
部
長　
所
沢
市
を
応

援
し
て
く
だ
さ
る
方
々
の

多
様
な
思
い
を
よ
り
反
映

さ
せ
る
た
め
、
新
た
に
地

域
産
業
の
活
性
化
、
ス
ポ

ー
ツ
の
振
興
、
健
康
と
福

祉
の
推
進
に
関
す
る
事
業

を
追
加
し
た
。

　
総
務
省
は
、
投
票
環
境

の
改
善
を
目
的
に
法
律
を

改
正
し
、
市
町
村
選
挙
管

理
委
員
会
が
有
権
者
の
移

動
を
支
援
す
る
場
合
、
そ

の
費
用
を
国
が
負
担
す
る

と
の
規
定
を
設
け
た
　
。

県
議
選
や
市
議
選
で
も
準

用
さ
れ
る
の
か
。
今
後
の

選
挙
に
お
け
る
導
入
の
可

能
性
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

選
挙
管
理
委
員
会
委
員
長

　

高
齢
社
会
の
中
で
、
投

票
の
機
会
を
ど
の
よ
う
に

確
保
し
て
い
く
か
が
、
大

変
重
要
な
問
題
で
あ
る
と

考
え
て
い
る
。
バ
ス
や
タ

ク
シ
ー
を
借
り
上
げ
て
送

迎
す
る
こ
と
は
大
変
難
し

く
、
市
単
独
の
予
算
を
充

て
る
こ
と
に
な
る
の
で
、

慎
重
に
対
応
し
て
い
く
。

　
日
本
の
妊
産
婦
の
4
%

が
精
神
的
な
ケ
ア
が
必
要

で
あ
る
と
の
デ
ー
タ
が
あ

る
。
早
期
に
支
援
で
き
る

こ
と
が
大
事
で
あ
る
が
、

母
親
学
級
・
両
親
学
級
な

ど
で
産
後
鬱
を
中
心
と
し

た
産
後
の
母
子
精
神
保
健

に
関
す
る
産
前
教
育
が
実

施
さ
れ
て
い
る
の
か
。

健
康
推
進
部
長　
出
産
や

育
児
に
関
す
る
保
健
教
育

と
し
て
母
親
学
級
を
開
催

し
て
い
る
。
夫
婦
が
協
力

し
て
子
育
て
に
関
わ
れ
る

よ
う
に
両
親
学
級
を
開
催

し
て
い
る
。
母
親
学
級
・

両
親
学
級
と
も
に
産
後
の

体
調
の
変
化
に
つ
い
て
の

講
話
を
し
、
マ
タ
ニ
テ
ィ

ー
ブ
ル
ー
と
産
後
鬱
の
違

い
な
ど
対
処
法
を
伝
え
て

い
る
。

　
他
の
自
治
体
で
は
、
犬

の
ふ
ん
放
置
の
禁
止
条
例

を
定
め
、
厳
し
い
ケ
ー
ス

だ
と
罰
則
ま
で
あ
る
よ
う

だ
が
、
良
識
や
マ
ナ
ー
ア

ッ
プ
の
た
め
、
ふ
ん
尿
放

置
禁
止
条
例
の
検
討
を
し

た
こ
と
が
あ
る
の
か
。
再

検
討
し
て
は
い
か
が
か
。

環
境
ク
リ
ー
ン
部
長　
平

成
25
年
度
に
条
例
を
制
定

し
て
い
る
自
治
体
へ
の
状

況
調
査
を
行
っ
た
と
こ
ろ

多
く
の
自
治
体
で
犬
の
ふ

ん
の
放
置
が
続
い
て
い
る

状
況
だ
っ
た
。
条
例
の
制

定
を
行
う
よ
り
、
マ
ナ
ー

向
上
の
啓
発
を
よ
り
一
層

進
め
、
飼
い
主
の
意
識
向

上
を
図
っ
て
い
く
こ
と
が

効
果
的
で
あ
る
と
考
え
、

飼
い
主
の
マ
ナ
ー
向
上
に

一
層
努
め
て
い
く
。

　
申
請
か
ら
認
定
ま
で
1

カ
月
以
上
か
か
っ
た
ケ
ー

ス
が
あ
る
原
因
は
ど
の
よ

う
な
こ
と
だ
と
分
析
し
て

い
る
か
。

福
祉
部
長　
認
定
ま
で
の

遅
延
に
つ
い
て
は
、
急
速

な
高
齢
化
に
伴
い
要
介
護

認
定
の
申
請
件
数
の
増
加

が
顕
著
で
あ
る
こ
と
や
、

申
請
者
の
状
態
が
安
定
し

な
い
こ
と
な
ど
に
よ
る
調

査
実
施
の
遅
れ
や
、
審
査

判
定
に
必
要
と
さ
れ
る
認

定
調
査
票
や
主
治
医
意
見

書
の
入
手
が
遅
延
す
る
こ

と
な
ど
、
複
合
的
に
重
な

る
こ
と
が
要
因
と
考
え
て

い
る
。

国会議員の選挙等の執行経費の基準に関する法律第4条第16項「市区町村の選挙管理委員会が選挙人に対する投票所までの交通手段
の提供について費用を要した場合には、当該費用として総務大臣が定める額を加算する。」

妊
産
婦
の
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
に
つ
い
て

ふ
る
さ
と
納
税
の
推
進
に
つ
い
て

ふ
ん
尿
放
置
罰
則
条
例
の検

討
に
つ
い
て

公明党
亀山恭子

至誠自民
クラブ
桑畠健也

民進ネット
リベラルの会
石本亮三

自由民主党・
無所属の会
石原　昂

投
票
率
を
上
げ
る
対
策
に
つ
い
て

介
護
度
認
定
審
査
の
体
制
に
つ
い
て

水
道
事
業
の
施
設
ダ
ウ
ン
サ
イ
ジ
ン
グ

に
つ
い
て

公明党
西沢一郎

未来
松崎智也
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開
館
時
期
が
近
づ
い
て

き
た
が
、
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ

ク
競
技
を
体
験
で
き
る
よ

う
に
、
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
記

念
イ
ベ
ン
ト
な
ど
で
市
民

有
志
が
取
り
組
ん
で
い
る

と
聞
い
た
が
概
要
は
。

福
祉
部
長　
オ
ー
プ
ニ
ン

グ
イ
ベ
ン
ト
の
1
つ
と
し

て
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
ス
ポ
ー

ツ
の
周
知
普
及
に
取
り
組

む
団
体
と
協
議
し
て
、
平

成
29
年
2
月
に
複
数
回
、

体
験
会
な
ど
を
連
携
し
て

実
施
す
る
予
定
で
協
議
し

て
い
る
。
ま
た
、
市
主
催

で
も
ゴ
ー
ル
ボ
ー
ル　

の

体
験
会
の
開
催
な
ど
も
検

討
し
て
い
る
。

アイシェード（目隠し）を着用した1チーム3名のプレーヤーが、鈴入りボール（1.25kg）を転がすように投球し合って相手ゴール
にボールを入れることにより得点し、得点の多少により勝敗を決するものです。

こ
ど
も
と
福
祉
の
未
来
館
の
開
館
に

つ
い
て

自民クラブ
大石健一

　

L
E
D
防
犯
灯
整
備
に

つ
い
て
、
先
進
事
例
や
貸

付
制
度
が
あ
る
が
、
一
括

し
て
L
E
D
化
を
図
る
と

い
う
意
味
に
お
い
て
、
市

と
し
て
も
検
討
で
き
な
い

か
。

建
設
部
長　
近
年
、
補
助

金
予
算
額
を
上
回
る
交
換

要
望
灯
数
が
自
治
会
か
ら

寄
せ
ら
れ
、
ま
た
マ
チ
ご

と
エ
コ
タ
ウ
ン
所
沢
構
想

に
掲
げ
る
省
エ
ネ
ル
ギ
ー

推
進
の
実
現
に
向
け
早
急

に
進
め
る
こ
と
が
望
ま
し

い
と
考
え
て
い
る
。
他
市

事
例
等
も
研
究
し
、
自
治

会
等
の
協
力
が
い
た
だ
け

る
最
適
な
方
法
を
検
討
し

て
い
き
た
い
。

防
犯
灯
の
整
備
に
つ
い
て

自由民主党・
無所属の会
入沢　豊

　
市
長
は
、「
私
の
施
策
の

一
丁
目
一
番
地
は
教
育
。

教
育
日
本
一
、
子
ど
も
を

大
切
に
す
る
マ
チ
所
沢
」

ま
た
「
み
ど
り
は
所
沢
ブ

ラ
ン
ド
」
と
も
言
っ
て
い

る
。
所
沢
の
ま
ち
づ
く
り

の
ビ
ジ
ョ
ン
の
実
現
に
つ

い
て
伺
い
た
い
。

市
長　
マ
チ
ご
と
エ
コ
タ

ウ
ン
の
目
指
し
た
い
ベ
ク

ト
ル
と
は
何
な
の
か
、
市

民
の
新
た
な
幸
せ
と
は
何

な
の
か
、
日
本
一
子
ど
も

を
大
切
に
す
る
と
か
、「
動

け
!
所
沢　
紡
ご
う
!
絆
」

や
、
未
来
の
子
ど
も
た
ち

に
善
き
ふ
る
さ
と
所
沢
を

伝
え
よ
う
と
な
ぜ
申
し
て

い
る
の
か
。
少
し
で
も
市

民
に
理
解
さ
れ
、
思
い
を

共
有
し
、
ベ
ク
ト
ル
を
と

も
に
す
る
よ
う
、
図
っ
て

い
き
た
い
。

　
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー

が
で
き
て
市
民
部
以
外
の

手
続
も
で
き
る
よ
う
に

な
っ
た
が
、
少
子
高
齢
化

の
中
、
福
祉
部
門
に
つ
い

て
な
か
な
か
手
続
き
で
き

な
い
状
況
で
あ
る
。
地
域

福
祉
が
重
要
に
な
っ
て
い

る
と
思
う
が
、
ま
ち
づ
く

り
セ
ン
タ
ー
内
の
福
祉
部

門
機
能
の
必
要
性
に
つ
い

て
の
見
解
は
。

市
民
部
長　
今
後
ま
す
ま

す
多
様
化
す
る
地
域
ニ
ー

ズ
、
と
り
わ
け
福
祉
の
分

野
に
お
け
る
課
題
は
、
高

度
化
・
専
門
化
す
る
傾
向

に
あ
り
、
ま
ち
づ
く
り
セ

ン
タ
ー
を
は
じ
め
と
す
る

地
域
福
祉
へ
の
期
待
は
非

常
に
大
き
く
な
り
つ
つ
あ

る
と
認
識
し
て
い
る
。

ま
ち
づ
く
り
・
人
づ
く
り
に
つ
い
て

ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
機
能
の
充
実
を

民進ネット
リベラルの会
赤川洋二

自由民主党・
無所属の会
越阪部征衛
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7月

8月・9月

　地方創生に関する特別委員会が提言を9月定例会で報告しました。提言の内容は、
左のQRコードか、所沢市議会HP「委員会の活動」から会議録をご参照ください。

Pick up!
9/6　COOL JAPAN FOREST構想に関する提言（第一次） 

13日

14日

14日
～
15日

20日

21日

25日

26日

27日
31日

8月
2日～
3日　

3日

8日

18日

24日

25日

30日

9月
2日

市議会
市民文教
常任委員会

総務経済
常任委員会

議会運営委員会

地方創生に関する
特別委員会

議会運営委員会

市議会

広聴広報委員会
広聴広報委員会

建設環境
常任委員会

市民文教
常任委員会

健康福祉
常任委員会
地方創生に関する
特別委員会
市議会

建設環境
常任委員会

健康福祉
常任委員会

議会運営委員会
地方創生に関する
特別委員会
広聴広報委員会

議会運営委員会

研 修 会

視　　察

視　　察

委 員 会

視　　察

視　　察
政策研究
審 議 会
委 員 会

視　　察

視　　察

委 員 会

視　　察

委 員 会

研 修 会

視　　察

委 員 会

委 員 会

委 員 会

委 員 会

委 員 会

委 員 会

子どもの貧困について

鎌倉芸術館PFI事業について

・信州大学（教育学部）と選挙管理委員会の連携
について（長野県長野市）
・インターナショナルブランドホテルの誘致につ
いて（石川県金沢市）
議会運営に関する事項について
テーマパーク「メッツァ」の開業に向けた施策を
中心に、地方創生推進に係る取り組みについて
（埼玉県飯能市）

予算決算常任委員会について（神奈川県横須賀市議会）

諮問事項について　ほか

市議会だより179号の校正について
みみ丸カフェ 2016

・新最終処分場の整備事業について（三重県津市）
・ごみ減量推進店等制度事業について（三重県鈴鹿市）

小中学校のエアコン全校設置について（埼玉県新座市）
特定事件「スポーツ振興について」
・所沢市スポーツ推進計画について
未来へつなぐ　あだちプロジェクト（足立区子ど
もの貧困対策実施計画）

COOL　JAPAN　FOREST構想について

議会図書室について
（仮称）大和田二・三丁目地区土地区画整理事業に
ついて（埼玉県新座市）
特定事件「廃棄物の減量・資源の循環について」
・所沢市東部クリーンセンター長寿命化総合計画
と長期包括管理運営方針調査業務委託報告書の概
要について
特定事件「子ども支援について」
・保育行政について
・児童クラブの現状について
議会運営に関する事項について

COOL　JAPAN　FOREST構想について

市議会だよりについて　ほか

議会運営に関する事項について

閉
会
中
の
・・・

議
会
活
動

定
例
会
が
な
い
と
き
も…

…

こ
こ
で
は
、
定
例
会
の
な
か
っ
た
期
間
に
行
わ
れ
た
、

議
会
や
委
員
会
と
し
て
の
活
動
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

こ
ん
な
活
動
を
し
て
い
る
こ
と
、知
っ
て
い
ま
し
た
か
?
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◎ところざわ市議会だより第180号　作成部数　129,400部、経費　3,440,585円
次の定例会は 12 月 1 日からの予定です。

所沢市にゆかりのある、さまざまな分野で輝く
人たちをご紹介します。第4回目は、市内で農
業に従事する吉田明宏さん（左）・木下芳直さん
（右）にお話を伺いました。

　
農
業
後
継
者
と
し
て
市
内
で
農
業
を
始

め
た
2
人
の
青
年
は
、
4
H
ク
ラ
ブ
（
農

業
青
年
ク
ラ
ブ
）
に
所
属
し
、
市
の
立
地

を
生
か
し
た
新
た
な
農
業
経
営
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
を
考
案
し
た
。
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

は
、
今
年
開
催
さ
れ
た
「
全
国
青
年
農
業

者
会
議
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
発
表
」
で
、
上
位

入
賞
（
優
良
賞
）
を
果
た
し
た
。

┃
今
回
受
賞
さ
れ
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の

内
容
は
?
　

（
木
下
）　
農
業
と
農
家
を
取
り
巻
く
環
境

は
変
わ
っ
て
き
て
い
ま
す
。
将
来
も
農
業

を
や
っ
て
い
く
た
め
に
は
ど
う
す
れ
ば
良

い
か
。
考
え
る
中
で
、
自
分
た
ち
の
い
る

市
内
に
こ
そ
、
た
く
さ
ん
の
チ
ャ
ン
ス
が

あ
る
こ
と
に
気
付
き
ま
し
た
。
そ
こ
で
、

4
H
ク
ラ
ブ
の
仲
間
で
協
力
し
て
、
西
洋

野
菜
な
ど
商
品
力
の
高
い
品
種
を
生
産
し
、

市
内
の
飲
食
店
に
継
続
し
て
供
給
す
る
体

制
を
整
え
ま
し
た
。
珍
し
さ
だ
け
で
な
く
、

地
域
と
の
結
び
付
き
、
信
頼
関
係
が
付
加

価
値
に
な
り
、
将
来
に
わ
た
っ
て
価
格
を

維
持
し
て
く
れ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

┃
こ
れ
ま
で
農
業
を
や
っ
て
き
て
、
苦

労
し
た
点
は
?

（
木
下
）　
自
然
が
相
手
な
の
で
、
同
じ
こ

と
を
し
て
も
同
じ
結
果
に
な
る
と
は
限
ら

な
い
こ
と
が
難
し
い
で
す
。
天
候
に
よ
っ

て
、
播
い
た
種
が
育
た
な
か
っ
た
り
す
る

と
、
す
ぐ
収
入
に
直
結
し
ま
す
。
　（↗

）

　
ま
た
、
ど
こ
か
で
誰
か
が
や
っ
て
く
れ

て
い
る
と
い
う
こ
と
も
あ
り
ま
せ
ん
。
管

理
が
ル
ー
ズ
に
な
れ
ば
品
が
虫
食
い
に
な

っ
て
し
ま
う
な
ど
、
し
っ
ぺ
返
し
が
き
て

し
ま
い
ま
す
。

　
畑
に
雪
が
積
も
る
中
で
の
作
業
や
、
夜

遅
く
に
真
っ
暗
な
中
で
の
収
穫
な
ど
辛
い

時
も
あ
り
ま
し
た
が
、
今
は
こ
れ
も
自
分

の
仕
事
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

┃
お
2
人
と
も
ご
結
婚
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
家
庭
内
で
の
役
割
分
担
や
休
日
の
過

ご
し
方
に
つ
い
て
は
い
か
が
で
す
か
?

（
吉
田
）　
共
働
き
な
の
で
、
家
事
は
分
担

し
て
行
っ
て
い
ま
す
。
休
日
は
一
緒
に
出

か
け
た
り
、
家
で
ゆ
っ
く
り
と
過
ご
し
た

り
し
て
い
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
野
菜
の
成
長

に
休
み
は
な
い
の
で
、
家
族
と
相
談
し
て

休
日
を
ず
ら
し
て
取
る
よ
う
に
工
夫
し
て

い
ま
す
。

┃
今
後
に
つ
い
て
聞
か
せ
て
く
だ
さ
い
。

（
吉
田
）　
こ
れ
か
ら
の
農
業
経
営
は
、
こ

れ
ま
で
と
全
く
同
じ
と
は
な
ら
な
い
で
し

ょ
う
。
経
営
の
主
体
が
親
か
ら
自
分
た
ち

へ
移
っ
た
時
、
時
代
の
変
化
に
柔
軟
に
対

応
で
き
る
よ
う
に
、
4
H
ク
ラ
ブ
で
の
研

修
を
通
し
て
得
た
も
の
を
経
営
に
生
か
し

た
い
で
す
。
そ
し
て
、
市
の
農
業
を
今
後

も
継
続
、
発
展
さ
せ
て
い
き
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。

　

Ｑ＆Ａ
所沢から輝け!!

聴かせて！聴かせて！

－辛い時もありましたが、
　　　　　　　　今はこれも自分の仕事だと思っています －

も
深
ま
り
ま

し
た
が
、
今

年
は
所
沢
で
も
台

風
で
市
民
生
活
に

甚
大
な
被
害
が
あ

り
ま
し
た
。
水
害
対
策
は
〝
水
に
流

さ
な
い
〞
で
と
市
民
の
重
い
思
い
が

残
り
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　（
小
）

く
な
る
ほ
ど
美
味
し
く
感
じ

る
コ
ン
ビ
ニ
の
ホ
ッ
ト
コ
ー

ヒ
ー
。
議
会
質
問
を
あ
れ
こ
れ
考
え

る
夜
に
は
、
欠
か
せ
な
い
ア
イ
テ
ム

で
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
松
）

っ
か
り
秋
も
深
ま
り
ま
し
た
。

夏
に
生
ま
れ
た
第
一
子
（
長

女
）
が
日
々
成
長
し
て
い
く
の
が
よ

く
わ
か
り
ま
す
。
新
米
パ
パ
、
仕
事

に
育
児
に
頑
張
っ
て
い
ま
す
。（
石
）

　
広
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広
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澄
子

　
荒
川
　
　
広
　
　
島
田
　
一
隆

　
末
吉
美
帆
子
　
　
粕
谷
不
二
夫

　
松
崎
　
智
也
　
　
植
竹
　
成
年

　
石
原
　
　
昂
　
　
荻
野
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浅
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美
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子

　
◎
…
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〇
…
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長
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